
年
の
簡
を
辺
T

え
る
と
、
生
活
が
な
ん
と
な
く
慌
た
』
だ
し
く
な
る
も
む
で
す
。
大
掃
除
在
し
た
り
、
部
箆

を
片
付
け
た
D
し
て
、
と
み
も
い
っ
ぱ
い
出
る
季
節
で
す
。
昨
年
の
例
を
み
て
も
通
常
の
月
よ
り
一
千
ゾ

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ζ
の
と
み
な
処
淫
す
る
の
に
、
ト

y
吋
元
り
二
万
二
千
円
も
か
か
る
ζ

と
は
む
存
却
で
し
ょ
う
ー
か
。
市
で
は
、
少
し
で
も
む
み
の
量
移
管
減
ら
す
た
め
、
平
塩
方
式
と
い
わ
れ
る
負

源
と
み
の
買
い
上
げ
や
、
と
み
の
升
防
収
集
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
な
み
を
出
す
家

庭
の
み
な
さ
ん
の
む
協
力
が
な
け
れ
ば
効
果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。
そ
己
で
、
簡
潔
な
正
月
九
げ
」
辺
文
る
た
め

に
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
も
う
一
度
仰
な
み
問
題
M

に
つ
い
て
、
考
え
て
一
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

ιの
よ
う
に
分
け
る
己

と
に
よ
っ
て
、
燃
え
る
ロ
み
の
中
に
空

き
ぴ
ん
や
笠
苦
か
ん
が
入
り
に
く
〈
し

て
い
ま
す
。

麗
用
促
進
事
業
留
の
下
島
第
二
周
期

で
は
、
分
別
収
集
を
さ
ら
に
撒
底
さ
せ

る
た
め
、
円
」
み
を
出
す
袋
に
氏
名
を
番

人
口
の
増
加
や
佐
治
川
悼
式
自
向
上
に
た
り
一
一
万
二
千
九
ト
五
円
、
一
人
当
た
た
り
)
と
比
較
し
て
も
、
む
み
処
房
一
の
〈
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

よ
幻
、

C
4買
の
仇
変
化
が
漁
h
u
工
な
か
で
、
り
の
と
み
処
理
費
に
換
算
し
ま
す
と
六
到
縮
化
に
大
き
な
世
田
を
は
た
し
て
い
と
み
由
一
収
集
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、

一
日
の
排
出
最
は
約
百
七
十
J
も
出
さ
千
二
百
一
一
一
十
関
門
に
な
り
ま
す
。
る
ζ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
一
年
間
で
は
、
六
万
一

ζ
の
な
み
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
現
在
、
関
源
む
み
凶
収
笠
誤
薗
障
は
と
の
よ
主
に
自
主
管
認
の
地
域
も
増

千
五
百
九
十
ニ
ゾ
に
な
り
、
小
学
校
プ
協
力
で
五
努
の
一
減
ら
す
乙
と
が
で
き
三
百
四
十
九
日
凶
悼
で
、
昨
年
一
年
間
の
え
て
い
ま
す
が
、
最
近
非
常
に
自
立
つ

l
ル
(
お
M
9
一
一
一
七
五
ト
ノ
〉
の
百
六
十
れ
ば
、
一
年
間
、
約
九
千
人
の
」
徒
一
た
間
部
で
の
収
蕊
奈
は
一
一
一
ヰ
五
百
万
円
の
が
白
突
の
軍
の
m抱
一
積
所
で
な
く
、
動

回
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
と
み
ち
に
蛤
武
冷
一
党
ベ
さ
ぜ
る
ζ
と
が
で
き
〔
市
の
支
出
金
一
千
九
百
八
十
七
万
め
の
途
中
な
ど
車
で
拍
の
地
境
へ
運
ぶ

者
処
濯
す
る
一
年
間
の
緯
処
理
荷
は
、
る
し
、
小
学
校
の
プ
ー
ル
な
ら
内
@
一
ハ
河
〕
に
な
り
、
子
供
会
や
老
人
会
、

F
人
か
多
く
、
し
か
も
指
定
日
以
外
に
出

十
一
一
一
間
六
平
九
ト
一
万
円
で
、
ト

y
当
枝
分
建
設
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

T
A、
帰
入
金
な
ど
の
活
動
資
金
、
ま
さ
れ
る
た
め
、
犬
や
ね
己
に
よ
り
荒
ら

ゐ

V

A

h

a

j

j

i

?

a

f

b

F

b

4

t

、
町
内
品
、
自
治
会
の
濯
営
資
金
と
古
れ
、
付
近
白
住
民
が
大
変
迷
惑
し
て

議

室

[

史

専

議

会

議

し

て

有

効

「

語

れ

て

い

ま

す

。

な

か

い

る

と

乙

ろ

も

あ

i。

;
ー
に
は
「
子
供
た
ち
に
間
際
回
収
を
や
ら

G
A作
品
掃
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

顕

千

三

百

ト

ン

を

買

い

上

げ

せ

た

ら

、

物

を

大

言

す

る

気

持

ち

が

は

環

境

衛

生

業

務

課

へ

。

生

ま

れ

て

き

ま

し

十

、

」

と

携

ぴ

の

言

、

i

市
で
は
、
去
最
盛
を
隠
る
た
業
者
引
き
取
り
の
価
格
が
市
民
い
上
げ
擦
も
返
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
ご
み
問
題
検
討

れ
球
村
山
日
り
刊
誌
間
対
日
時
計
持
品
川
炉
問
M
M
M
U
品川
γ
持
委
員
会
を
設
置

千
一
二
百
七
十
五
ナ
(
小
学
校
プ
!
ル
一
巧
た
り
ご
内
を
加
算
し
て
、
支
払
う
j

で

一

す

。

市

内

で

排

出

さ

れ

る

C
み
は
、
さ
き

一
二
ハ
杯
分
)
間
収
レ
ま
し
た
。
発
足
ス
一
ア
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
今
、
な
み
の
減
掻
を
日
的
と
し
た
こ
の
買
に
も
述
べ
た
と
お
り
一
日
の
詐
出
設
が

当
時
〈
五
十
二
勾
庖
)
の
千
二
百
四
賢
一
諒
む
み
の
向
収
を
淵
死
闘
し
て
、
む
み
い
上
げ
制
度
を
さ
ら
に
感
り
上
げ
る
に
百
七
十
ナ
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け

ナ
に
比
べ
る
と
、
一
一
一
二
ハ
併
に
も
増
加
の
減
援
を
開
闘
っ
て
い
る
訳
で
す
。
は
、
一
注
目
銅
山
山
悼
が
定
期
的
に
計
図
…
し
て
の
量
が
曜
日
佳
日
確
実
に
出
さ
れ
、
人

し
て
お
り
ま
す
。
買
い
上
げ
に
必
妥
な
市
の
世
間
は
、
い
た
だ
く
と
と
が
必
要
干
す
。
そ
し
て
、
口
増
と
あ
わ
せ
て
そ
の
置
も
増
Z

え
で
お

ら
霊
と
み
習
い

i
Z躍
は
、
五
十
六
年
培
純
支
出
額
で
は
一
千
九
百
ま
だ
未
毒
自
体
は
、
環
境
荷
生
絞
り
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
埋
め
立
て

市
子
が
個
々
で
業
者
と
痘
出
迎
り
引
き
八
ト
八
万
円
て
、
ト
ン
当
一
た
り
同
芯
l

五
山
四
課
〔
屯
話
お
二
一
一
〉
に
申
し
地
を
掃
や
す
こ
ζ

は
で
き
ま
せ
ん
。
八

激
し
て
い
た
故
紙
(
新
聞
や
ダ
ン
ポ
一
行
的
十
四
円
の
作
品
開
智
と
な
り
、
む
み
出
て
、
資
掠
?
に
み
間
収
に
位
協
力
く
だ
月
号
の
広
報
紙
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と

ル
)
や
詳
述
、
常
き
ぴ
ん
、
空
き
か
ん
の
総
閉
山
辺
質
問
二
万
二
千
円
へ
、
ン
乃
さ
い
巴
お
り
、
遠
藤
原
に
造
崩
中
の
一
般
賭
諜

な
ど
の
鉄
類
、
布
類
な
ど
か
弘
、
基
露
間
額

7

a

〆

電

g
d弘
P
弘

4

，b
F

物
最
終
処
分
識
が
最
按
の
砦
(
と
め

d

g一
定
額

E
L長
い

点

点

二

ア

ル

議

叫

織

を

議

定

さ

と

な

っ

て

い

手

。

る
も
の
で
す
。
間
以
は
面
接
業
者
犬
ヂ

j

J

Z

E

d

J

こ
の
ま
ま
で
は
、
い
ず
れ
処
同
ポ
能

ド

ロ

川

崎

れ

は

村

ノ

ド

日

分

別

収

集

な

ど

徹

底

を

醤

る

に

陥

っ

て

し

ま

う

こ

と

は

自

に

兇

T

そ

い
ま
す
ロ
モ
と
で
、
い
か
に
し
て
と
み

金
を
、
市
に
主
払
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
市
で
は
、
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
さ
れ
た
日
以
外
に
ご
み
が
出
さ
れ
な
い
白
絶
対
鐙
ぞ
減
ら
し
、
般
の
あ
る
場
め

て
い
ま
す
。
迭
す
る
た
め
に
、
三
三
ノ
ル
地
域
」
を
ょ
う
監
視
し
た
り
¥
燃
え
る
ご
み
と
撚
立
て
地
白
寿
命
を
少
し
で
も
先
に
延
ば

特
伍
〕
は
、
筒
躍
の
相
崩
が
下
落
し
た
投
足
し
て
、
と
み
の
分
別
収
弘
や
出
し
え
な
い
む
み
の
分
別
、
不
法
唾
棄
さ
れ
ず
己
と
が
、
む
み
問
題
の
大
き
な
議
麹

掛
合
で
も
、
実
施
げ
俸
が
計
磁
的
な
闘
方
な
Y
武
行
的
主
祭
実
施
し
て
い
た
と
き
白
通
報
、
資
源
む
長
い
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
が
で
き
る
よ
う
、
六
品
目
す
べ
て
一
ま
す
。
の
定
期
的
な
実
施
、
資
臨
む
み
集
積
損
市
で
は
、
己
の
難
閣
を
乗
り
越
え
る

み

F
4当
た
り
八
円
と
い
う
最
低
保
障
問
現
在
、
六
地
院
の
日
治
九
日
に
お
願
い
所
の
清
掃
な
ど
者
行
っ
て
い
ま
す
。
た
め
、
市
民
の
代
表
者
に
よ
る
「
と
み

椙
を
設
定
し
て
い
る

r
Eで
す
。
ま
た
し
て
い
ま
す
。

ζ

の
地
問
で
は
、
指
注
モ
デ
ル
地
域
は
当
初
、
協
力
的
な
百
一
問
題
揖
討
委
国
会
」
伊
近
く
設
置
し

治
会
を
対
象
に
指
定
し
て
い
ま
し
た
て
、
取
り
級
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
て

が
、
と
み
白
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
地
棋
い
ま
す
。
ま
た
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
五
十

は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
よ
く
な
ら
な
い
人
の
み
な
さ
ん
も
、
今
年
度
の
掛
究
テ

と
、
お
配
は
分
別
収
集
が
撤
底
さ
れ
て

1
マ
と
し
て
む
み
間
揺
を
取
り
上
げ
、

い
な
い
地
域
を
指
定
し
て
、
協
力
を
お
む
み
収
受
付
業
の
体
験
や
、
開
田
市
、

痛
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く
で
柄
津
市
等
を
視
察
し
で
、
清
掃
除
制
や

き
た
ほ
地
等
に
つ
い
て
は
、
観
初
か
ら
分
別
方
法
、
市
清
掃
作
業
員
と
の
話
し

前
傾
的
に
呼
び
か
け
協
力
し
て
い
た
だ
古
い
(
四
癒
参
照
〉
な
F幌
躍
を
景
ね

い
て
い
ま
す
。
問
え
ば
、
山
下
団
地
て
い
ま
す
。

自
治
会
で
は
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
白
新
し
い
年
も
も
う
す
ぐ
そ
ζ
で
す
。

棋
棋
は
第
一
木
曜
日
に
、
空
き
か
ん
や
市
民
の
み
な
さ
ん
も
と
み
自
分
別
収
集

ぴ
ん
、
鉄
類
は
第
三
木
曜
日
に
、
そ
し
を
守
b
、
ま
や
~
、
簡
源
と
み
の
一
買
い
上

て
陶
器
な
ど
由
懲
一
え
な
い
と
み
は
第
げ
制
度
を
環
解
し
て
い
?
占
~
き
、

C
協

二
、
第
四
木
曜
日
に
出
す
よ
ろ
訳
出
b

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

人 口辺2，328人
世帯 69，906世帯
(57年 11月 18現在〉

資j票jミV:@]L'下山

1日]人が排出するごみは 77311。この

ごみを処理するのに17丹、市全悼で 1臼

372方向かかります。減量量にご協力者。
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年
の
瀬
ほ
、
一
年
四
締
め
く
く
り
と
い
う
己
と
で
な
ん
と
な
〈
覧
ぜ
わ

し
〈
な
D
、
と
も
す
れ
ば
犯
罪
や
事
故
に
対
す
る
帯
誠
心
が
指
ろ
そ
か
に

な
る
e

窪
田
、
年
末
の
貰
袋
、
り
な
ど
で
、
お
金
の
動
き
が
一
段
と
汚
発

に
な
品
。
に
由
よ
う
な
ζ
と
か
ら
、
一
年
泊
中
で
最
も
犯
罪
や
事
故
カ
起

宮
や
す
い
時
期
と
な
っ
て
い
る
。

ιの
た
め
、
響
揮
で
は
十
二
月
一
日
か

ら
一
月
十
自
ま
で
「
年
末
年
始
特
則
曹
戒
」
を
符
い
、
犯
罪
や
事
故
防
止

lijij鱗離ijj
;;日目的;iliRiij藩購轡iii
字詰jiiii!1jijjj可思111
155qijijj11!;!;jiljj;;;i!?jji!?jijf;i 
iiiii;出;t市jiijj;!ihgii!;必

に
腎
め
て
い
る
。
ま
た
、

ζ
の
時
抽
酬
は
、
安
保
が
乾
燥
し
強
嵐
の
吹
く
自

が
多
く
な
る
。
加
え
て
、
緩
時
器
具
な
ど
の
使
用
が
グ

y
と
増
r

え
る
と
同

時
に
、
忘
年
金
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
呂
で
外
出
す
る
機
会
が
事
く
な
D
、
火

に
対
す
る
夜
議
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
。
家
庭
で
白
火
の
用
心
は
も
ち
ろ
ん

の
ζ
と
、
パ
チ
y
コ
街
中
ホ
テ
ル
、
雑
麗
ピ
ル
な
ど
究
特
定
多
数
め
人
を

収
容
す
也
事
業
者
ほ
、
紡
広
岡
田
曲
閣
を
徹
底
さ
ぜ
て
い
た
だ
一
活
元
い
。

市
内
で
は
、
十
一
月
ま
で
に
八
十
五
一
己
目
火
災
の
主
な
原
闘
を
み
る
と
、
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
空
語
が
一
ブ
な
E
B回
盟
関
一
器
異
色
取
り
扱
い
に
む

件
自
然
災
如
苑
援
し
、
こ
れ
に
よ
る
揖
一
子
供
自
火
遊
び
十
一
件
、
放
火
十
二
忙
に
な
り
、
慌
た
だ
し
〈
な
る
。
そ
一
注
意
告
。

日

刊

誌

官

、

一

曜

日

}

需

に

一

詩

供

訪

問

り

ス

コ

一

民

乙

以

内

持

続

町

内

向

日

石

油

ス

ト

ー

ブ

藤

欝

綾

欝

麟

醐

山

紅

白

日

目

立

パ

十

町

下

山

町

一

正

し

い

使

い

方

磁

襲

撃

襲

撃

麟

撞

擦

が

乾

操

し

て

い

る

ζ

と
か
ら
、
延
焼
諒
一
石
治
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
を
容

緩

魁

題

麗

緩

懇

議

期

慌

大

の

危

肢

が

あ

る

。

一

た

め

、

次

の

点

記

速

し

去

ノ

。

繍
踊
鐘
額
縁
繍
畿
察
関
綴
問
。
乙
由
た
め
消
訪
軍
部
で
は
、
十
一
一
月
一
①
罷
き
場
所
ふ
す
ま
や
カ
ー
テ
ン
の

鱗
灘
醐
磁
鰯
嬢
鱗
醐
翻
鵬
畿
脚
V

ぴ

を

一

総
額
蝿
臨
額
際
協
酪
臨
麗
顕
遊
癒
ニ
十
五
百
か
ら
し
ア
ニ
河
三
十
一
日
ま
で
一

i
I
l
l
i
-
-
l
i
-
-

灘
韓
櫨
醐
醗
難
繍
鶴
龍
膿
鶴
醐
此
注
「
措
宋
火
災
特
別
輔
暗
」
を
翼
蹄

T
る一

機

鱒

瀦

欝

揚

揚

麹

綴

欝

欝

醐

額

の

ご

一

}

機

蹟

翻

慰

霊

灘

繍

緩

慢

に

己

と

に

な

っ

た

。

一

J

フ

、

e

h

輯

覇

轟

轟

観

鑑

定

期

間

中

は

、

間

前

毒

消

防

替

、

一

?

と

み

N
b

額
融
灘
機
繍
能
鱒
鱒
鱗
蹴
繍
鶴
間
如
潤
防
分
間
に
よ
り
、
市
民
の
手
な
さ
ん
一

関
脇
腹
畿
翻
嬢
欝
畿
舗
網
い
マ
ヘ
火
毒
症
の
天
然
防
止
喜
び
掛
け
一

r
t
事

輔

離

欝

欝

読

る

と

と

も

に

、

火

災

欝

蓄

の

夏

一

議

ヰ

ム

議
欝
鶴
鶴
欝
議
腰
一
潜
在
留
る
。
芝
、
十
二
月
一
一
十
九
百
に
一

議

輯

輔

緩

醐

輔

輔

滋

韓

繍

鐙

融

緩

開

闘

で

の

一

議
欝
醐
銀
融
灘
鰻
綴
響
調
欄
因
年
梢
防
長
、
商
品
師
団
長
、
士
一
月
一
手
日
一
士
一
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
年
末

議

離

輯

臨

欝

欄

い

に

市

長

炉

、

富

露

巡

視

を

仔

う

己

一

年

始

時

鍛

葉

足

、

暴

露

を

議

離

甑

踊

甑

聾

鰭

嬢

鈴

だ

と

に

な

っ

て

い

る

。

一

安

全

に

a
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
み
ん
な
一

畿
関
鱒
踏
顕
艶
灘
韻
脚
内
た
み
な
さ
ん
も
、
火
白
取
り
扱
い
に
十
一
笑
顔
で
正
同
庁
舎
町
通
え
る
乙
と
が
て
き
る
一

議
幾
錨
醸
観
績
額
溜
欝
融
緩
分
注
意
し
、
も
う
一
度
火
の
元
老
点
検
一
ょ
っ
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
一
犯
罪
を
防
空
つ
一

緩
畿
誌
購
銀
鱗
趨
鱒
鶴
綴
鎖
し
て
、
火
事
を
出
さ
由
ょ
っ
心
掛
け
て
一
と
す
る
一
も
の
で
あ
る
。
一

議
嘉
趨
線
機
醐
騒
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
石
油
ス
ト
1
一

ιの
時
期
は
、
外
出
白
機
会
も
多
く
一

l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
l
-

一
な
り
、
つ
い
戸
鮪
ま
り
が
お
る
そ
か
に
一

一
な
っ
て
、
芸
ほ
う
レ
に
入
ら
れ
る
ケ
l
一

す

H

?

ひ

っ

た

く

ザ

注

意

b
震
る
な
/
一
ス
番
号
2
4
2警

f

i

z

z

寺
Y

J

g

J

J

e

一
布
の
ひ
も
が
ゆ
る
み
が
ち
な
と
ζ

ろ

に

混

雑

す

る

と

乙

る

陸

、

す

り

や

ど

一
努
M
H
h
M
M
U
何

十

日

明

一

商

品

郡

山

足

立

は

い

持

一

労

者

を

表

彰

露

勝

左

中

党

議

事

故

勝

止

を

一

み

を

え

、

ど

ろ

ぼ

っ

-z-ひ
一

が

、

最

も

危

険

で

君

。

ハ

y
ド
パ
ッ
一
言
年
金
重
量
に
量
的
に

一
っ
た
ぐ
り
な
ど
L
あ

わ

な

い

よ

ラ

十

分

一

ク

な

ど

は

、

自

の

居

丈

悼

の

前

に

提

げ

一

協

力

し

、

事

業

成

績

が

議

費

で

あ

っ

た

市
内
で
は
、
士
丹
ま
で
に
主
日
一
一
件
一
溜
超
転
を
追
放
し
ょ
ョ
。
一
注
意
し
、
ま
た
、
暴
行
a

た

か

?

と

る

よ

う

に

し

よ

う

。

一

間

出

品

と

、

年

金

の

普

及

活

動

に

尽

力

さ

の

交

通

事

故

が

発

往

し

、

十

四

人

的

尊

一

・

車

を

溜

転

す

る

と

き

は

、

潤

を

散

ま

一

や

が

ら

ぜ

な

ど

の

被

害

に

遭

い

そ

う

に

一

ま

た

、

込

み

ム

口

志

つ

桑

b
物
は
、
乗
り
…
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

い
命
が
央
わ
れ
て
い
る
。
飲
酒
濯
転
に
一
な
い
一
な
っ
た
と
き
は
、
一
一
O
番
へ
連
絡
す
一

P
忍
ぼ
う
は
、
人
白
自
主
一
番
恐
れ
一
な
ど
は
危
険
で
あ
る
。
助
犯
点
検
し
、
一
陣
り
の
と
き
が
危
険
で
あ
る
。
開
布
ゃ
一
マ
社
会
開
暁
庁
長
官
費
事
(
敬
称
蹄
〉

一
は
、
一
艦
事
故
に
比
べ
一
・
商
を
散
ん
だ
ら
、
車
を
運
転
し
な
い
一
る
か
、
近
〈
の
探
山
円
所
、
駐
在
所
へ
週
一
て
い
る
。
瞬
り
同
一
上
モ
一
留
守
の
頼
司
申
告
一
具
合
い
の
悪
い
と
己
ろ
は
す
ぐ
に
蛮
モ
一
ハ

y
ド
パ
ッ
ク
は
し
っ
か
り
持
と
う
。
一
寺
分
婦
人
会
(
代
表
安
拍
和
枝
〉

~
〈
な
っ
て
い
る
。

ζ
れ

一

・

潜

を

散

む

と

き

に

は

、

車

を

運

転

し

一

報

し

主

う

。

一

い

を

し

よ

う

。

一

う

。

一

マ

ひ

っ

た

主

り

に

注

態

一

マ

県

知

事

表

彰

ャ

出

さ

な

い

た

め

、

「

散

一

な

い

一

一

マ

カ

ギ

や

格

宇

白

点

績

を

一

一

車

章

一

認

し

た

ひ

っ

た

く

り

が

事

〈

一

章

翠

(

協

和

〉

、

重

警

(

札

散
む
人
皇
ま
ぜ
る
人
一
・
雪
量
す
る
倍
、
潜
在
す
す
め
一
ど
ろ
ぼ
う
を
紡
ぐ
に
は
一
カ
ギ
の
調
子
が
夜
、
ド
ア
が
ガ
タ
一
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
一
な
っ
て
い
る
。
近
寄
っ
て
く
る
車
主
一
塁
第
一
)
、
鈴
木
旭
(
堀
之
内
第
一

を
ス
ロ
!
ガ

y
に

、

歌

一

な

い

一

マ

お

輔

り

さ

ん

に

一

高

を

一

ガ

タ

す

る

、

登

戸

が

簡

単

に

は

ず

れ

る

J
v
う
ま
い
話
に
の
ら
な
い
一
i
ト
パ
イ
、
自
転
車
等
に
需
を
つ
け
よ
一
二
)
大
野
正
要
(
脇
)
一

事
4

で
時
ノ

ζ
れ
か
ら
怠
年
金
、
新
年
金
と
、

を
欽
む
構
A
M
が
多
〈
な
る
。

ζ

由
時
婦
を
と
ら
え
、
問

事
故
を
防
止
し
よ
う
と
、
日

安
全
対
策
協
議
舎
で
は
十
一

ら
一
月
十
日
ま
で
「
故
田

勲
」
在
実
施
し
て
、
監
'

る
ζ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市

民

穏

談

{

窓

お

こ

一

二

内

線

二

九

三

。
人
権
法
樺
総
談
一

n
R幻
古
〈
火
)
、
1
月
7
日
〈
念

。
行
政
苦
婚
相
談
{
お
時
1
日
時

。
一
般
法
韓
栂
絞
1
月
8
臼
〈
京
)
、

1
丹
江
日
〈
火
〉

予
約
制
〈
電
話
闘
で
も
苛
)
、
お
時
1
日
時

。
宅
地
建
輯
相
談
ロ
丹
市

ua〈
月
〉
児
時
f
M岬時

予
約
制
〈
縫
穏
で
も
可
〉

。
登
認
、
棋
託
、
滞
留
置
相
談
1
月
H
g
〈
金
〉
、
問
時
5
日即時

〈
〉
住
宅
抽
相
談
ロ
月
幻
百
〔
火
)
刊
州
民
間
i
日時時

。
下
輯
取
引
巡
商
品
っ
せ
ん
相
談
詑
月
潟
臼
(
木
)
ね
時
均
分

5
M即時

。
鷺
冊
年
金
据
銭

1
月
日
日
〈
木
〉
却
時
5
日付時

。
一
融
市
民
恒
相
談
毎
日
〈
た
於
レ
、
土
曜
百
は
ロ
時
ま
で
。
白

欄
説
日
は
除
〈
〉

O
消
輯
生
活
指
談
同
開
通
金
瞳
臼
、

m時
i
お
時

。
持
出
明
帯
翠
特
許
制
明
日
間
2
月
7
8
〈
月
〉
却
時
i
出
時

お気軽にご利用を
青
少
年
相
談
室
〈
市
民
セ
ン
占
l
二階〉

M
掛
!
七
一
一
一
一
一

月
1
金
隅
丙
口
9
時
i
m時
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

翁
社
会
銘
柄
品
!
一
一
一
き
一
一
回
一

。
公
配
ど
主
楢
談
毎
適
月
曜
宮
ハ
第
五
を
啓
、

v
u時
1
話
時

。
母
子
橋
銭
毎
週
間
月
1
金
蝿

g
9時
fお
時
お
分

。
離
躍
帯
四
滋
掠
談
窓
遇
月
5
金
輔
自
9
時
1
M時

。
高
鯵
者
磯
輯
桐
相
談
犠
遊
月
1
金
曜
日
百
時
鈎
分
IM即時

土
曜
百
は
ロ
時
ま
で

閣
情
市
会
凋
幅
制
談
判
M
月
幻
自
(
火
〉

刊同時
i
m時

平
明
拡
崩
献
花
口
交
番
前
パ
ス
の
中
古
相
談
者
受
け
る
。

31事



地
震
の
と
き
は
、
ま
ヂ
火
の
拍

宋
を
し
て
二
次
的
災
面
白
一
の
発
主
を

防
止
し
、
被
密
栓
最
小
限
一
L
く
い

止
め
よ
12

ま

ず

火

の

始

末

マ

消

火

白

山

欄
v

え
を
し
、
そ
白
寝
用

地
箆
の
恐
ん
し
ぎ
は
、
地
震
モ
方
r
y
d身
に
付
け
て
お
く
。

め
も
の
よ
り
も
二
次
的
に
記
乙
る
マ
火
沙
使
用
し
て
い
る
と
会
段
、

火
事
で
あ
る
。
地
震
が
起
き
た
と
モ
の
一
場
を
離
れ
な
い
。

君
、
使
周
中
田
火
の
拍
宋
を
せ
ず
マ
地
震
の
と
き
、
癌
』
れ
を
騒
じ
た

ま
た
、
火
事
に
な
っ
て
も
初
期
梢
ら
す
ぐ
火
白
始
末
を
す
る
。
ま
た

火
を
し
な
い
予
逃
げ
出
し
て
し
ま
そ
由
と
き
火
の
始
末
が
で
き
な
が

う
と
、
火
は
軸
甘
い
に
ま
か
せ
て
燃
っ
た
一
場
合
に
は
、
大
箔
れ
が
お
さ

え
広
が
り
、
被
害
を
大
き
丈
7
Hて
ま
っ
た
と
き
、
す
ば
や
く
火
の
始

し

孝

之

容

を

す

る

。

友好都市提携，お2容のふるさと

とき 12月 18 El c土)~初日〈月〉

ところ梅屋テ'J~- ト

・鞠蜜幾 飛車芋曹底、~.一刀棒、 F弓"l!

膨、世草焼、小品続、高山麗翠革、積物、

みそ、銘酒モの他

・襲撃光獲 高山祭の紹介〈ピヂオ上敏〉
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31宮
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向
帆
祭
遂
の
走
行
キ
門
同

で
す
。

職
員
む
み
を
積
み
込
み
、

F
J
4主
任

轄
す
る
と
ピ
ニ
j
ル
袋
が
醍
れ
干
し
、
汚

水
が
ど
シ
ャ
!
と
飛
び
散
り
、
刊
水
を

体
中
に
あ
び
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

開
会
む
み
の
水
切
り
と
丹
別
収
誌
に

つ
い
て
と
怒
見
あ
り
ま
せ
ん
か
。

職
員
水
切
り
は
、
台
所
で
一
一
一
角
コ

ナ
ー
や
か
と
で
寸
分
水
切
り
し
て
い
た

だ
く
以
外
方
法
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

職
員
燃
え
る
と
み
の
中
に
ピ
ン
や
か

ん
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
先
日

も
分
別
収
集
に
つ
い
て
、
チ
ラ
シ
を
ド

加
に
配
布
し
た
ん
で
す
が
な
か
な
か
盛

り
ま
せ
ん
。
特
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ

て
い
る
と
持
ち
上
げ
た
と
き
に
切
れ
て

散
ら
ほ
り
、
出
積
場
所
が
汗
れ
て
し
ま

談

い

ま

す

。

即
時
長
ア
パ
ー
ト
泊
方
や
勤
め
の
人
は

は

朝

車

く

C
み
を
出
す
の
で
、
犬
な
ど
が

鞘
く
い
散
ら
か
し
、
集
積
場
所
守
山
内
す
こ

昨

と

も

あ

p
ま
す
。
モ
れ
が
ど
め
と
か
ら
行

中
阿
っ
た
私
た
ち
が
散
ら
か
し
た
と
、
勘
濯

た
い
さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
ま
す
。

れ
だ

わ
い
胃
金
お
互
い
に
書
一
九
任
江
主
も
っ
て
協
刀

行
次
し
な
け
れ
ば
な
広
な
い
と
思
い
ま
す
ロ
み
の
出
し
方
崎
、
だ
ら
レ
が
な
ρ
で
す
か
ら
F
己
認
で
き
な
い
の
で
ま
£
コ
c

uて
有
効
な
市
と
か
、
伊
J

一
え
る
む
み
な
が
か
か
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
尊
い
税

て

相

く

7

7

パ。

L
fし
-

1

1

j

し
が
崎
長
乙
う
い
っ
て
は
申
し
訳
あ
り
ま
ね
u

ア

ノ

ト

や

肘

家

の

大

家

さ

ん

に

し

よ

う

カ

ど

が

た

く

さ

ん

仕

ま

す

。

一

日

間

十
J

金
を
打
効
に
問
え
る
よ
ラ
指
導
頼
い
た

と
箆
せ
ん
が
、
ア
パ
ー
ト
や
借
家
の
人
の
C

撤
陪
し
て
い
た
だ
よ
ぎ
た
い
で
す
ね

b

職
員
市
に
よ
っ
て
は
、
ピ
子
i
ル
袋
中
に
八
J
車
一
台
ぐ
ら
い
の
燃
え
る
ロ
い
で
す
ね
ロ
非
常
に
則
る
の
は
農
業
用

み
意

試

な

晶

lateas--h?a
「
j

j

・

，

b

に
し
て
も
紙
袋
に
し
て
も
名
前
を
詩
か
み
が
あ
り
ま
す
。
モ
れ
を
人
手
を
か
け
白
ピ
ニ
ル
で
す
。

の

発

数

お

軒

並

察

強

制

抑

話

バ

ゑ

K
芳

明

凶

作

九

二

せ

て

い

ま

す

の

て

取

り

出

し

て

い

ま

す

c

不
燃
物
の
中
モ
ニ
タ
ー
分
別
収
集
は
、
収
集
す
る

て
舌
毒
五
蓄
す
ふ
み
〓
F人
i
f
i〈

3
3
亀包

的
お

f
e
s
;
i
;
l
j
i
1
ι
6

司
会
名
前
を
許
〈
と
い
う
の
は
針
任
に
は
多
〈
の
な
隙
な
み
か
含
ま
れ
て
お
職
員
と
市
民
と
の
ロ
み
に
対
す
る
接
点

初
会
宅
ニ
タ
i

色
み
を
取
っ
た
あ
と
の
椅
て
く
る
人
を
監
視
す
る
わ
け
で
す
。
見
の
所
内
を
は
っ
き
り
戸
ぜ
る
の
に
よ
い
り
ま
す
。
。
資
源
む
み
に
出
す
と
市
が
で
す
の
で
、
職
員
が
地
域
に
出
向
い
て

危

院

度

記

少

な

〈

な

杓

ま

す

。

掃

を

当

番

制

で

や

っ

て

い

る

と

乙

忍

は

つ

け

た

と

き

は

、

持

っ

て

帰

る

よ

う

恒

引

に

と

だ

と

忌

い

ま

す

。

五

、

六

円

出

ぜ

ば

処

環

で

き

る

も

の

噌

誌

の

受

換

で

き

る

よ

う

な

機

会

が

必

観

員

私

は

総

大

と

み

(

燃

え

な

い

と

ど

色

〈

ら

い

あ

る

の

で

し

ょ

う

。

噂

し

て

い

ま

す

ρ

今

、

，

b
t
、
粗
大
む
み
破
酔
処
押
騎
へ
持
つ
事
で
す
ね
。

み
〉
の
運
転
手
を
し
て
い
ま
す
が
、
指
費
私
議
え
な
い
と
み
を
収
集
し
ニ
ナ
車
一
言
語
器
汚
職
員
地
民
主
主
主
主
で
す
モ
ニ
タ
ー
燃
え
る
と
み
の
霊
祭
有
燃
こ
み
と
は
て
く
る
と
、
一
立
た
り
雑
誌
一
一
一
空
襲
ぜ
ひ
話
し
合
い
た
い
と
思
い
ま

定
呂
以
外
に
出
す
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
て
い
ま
ず
。
最
近
、
五
J
Y
ぐ
ら
い
の
プ
ク
が
付
い
て
い
ま
す
が
、
五
十
向
。
私
た
ち
か
行
っ
て
?
￥
か
つ
て
か
ら
へ
燃
一
え
な
い
と
み
す
持
っ
て
く
る
人
も
モ
ニ
タ
ー
不
燃
と
み
は
ど
ん
な
志
の
ら
い
で
約
一
一
一
十
円
か
か
り
ま
す
。
さ
ら
す
。

れ
ま
す
。
寵
へ
盤
い
て
お
く
と
付
れ
る
ロ
パ
ン
ガ
ス
ポ

vrベ
が
火
蓋
お
D
出
吉
川
帥
ぐ
ら
い
汚
水
が
た
ま
め
ま
す
。
大
神
来
ら
れ
る
と
わ
か
り
ま
ぜ
ん
が
。
い
ま
す
ね
。
で
も
収
接
し
て
く
れ
ま
す
か
。
に
、
入
手
を
か
け
て
大
神
の
焼
却
損
へ
明
司
会
費
電
な
と
哲
兎
あ
り
が
と
う
と

と
い
う
乙
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
れ
ま
す
が
、
ガ
ス
が
激
っ
て
い
る
の
を
へ
行
っ
て
ロ
み
を
あ
け
る
と
一
緒
に
汚
宅
ニ
タ
i

私
の
地
箆
は
、
粗
大
む
孟
司
会
宍
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
む
み
職
員
不
燃
C
み
の
中
に
は
、
問
源
と
運
ぶ
わ
け
で
す
か
ら
、
人
件
費
と
運
賃
ざ
い
ま
し
た
固

が
、
所
に
よ
っ
て
は
毎
呂
の
よ
う
に
出
器
が
つ
か
ず
筏
酔
構
に
入
れ
る
と
、
大
木
が
ダ
ッ
?
と
流
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
収
集
日
の
二
、
工
一
日
前
か
ら
夜
間
恰
会
を
出
す
モ
一
フ
ル
に
欠
け
て
い
る
よ
ラ
で

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
通
り
に
様
様
発
を
起
乙
す
危
険
が
あ
b
ま
す
の
で
ご
み
の
中
に
水
気
が
あ
A?と
い
う
こ
と
白
役
員
が
ポ
話
し
て
い
ま
す
。
夜
持
っ
す
ね
。
出
レ
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
に

し
て
い
る
と
葦
は
、
き
た
な
い
白
で
や
ぜ
否
や
め
て
く
だ
古
い
。

i
w
ヰニ

-
-
i
一
÷
ナ
一
品
:
一
一
品
一
一
占
ア
ニ
↑
;
?
一
一
一
4

出
す
J

、
あ
る
い
は
、
出
し

τほい
け
な

む
亨
忍
ず
収
集
し
て
い
ま
す
が

a

寄

金

あ

り

が

と

う

と

ざ

い

ま

す

。

そ

恥

い

い

自

に

出

す

、

基

本

的

な

己

と

が

守

ら

翼

運

収

集

室

を

し

て

い

る

方

れ

で

は

市

政

モ

ニ

タ

ー

か

ら

も

長

官

見

山

ご

み

の

出

し

方

マ

ナ

i

一
-
れ
て
い
ま
え
ま
た
、
燃
え
る
と
み

に

詰

問

書

主

必

ず

。

を

お

問

い

し

ま

す

。

一

に

燃

え

な

い

と

み

を

混

ぜ

て

出

す

と

い

職
語
新
関
中
ダ
y
ポ
ー
ん
な
E
が
他
宅
…
一
タ
!
選
出
聞
の
両
開
聞
に
ご
み
が
出
…
門
v
台
所
の
と
み
は
、
水
…
%
を
十
分
切
り
大
き
な
袋
に
入
れ
て
出
す
。
い
う
よ
吉
な
ロ
み
の
出
し
方
、
認
識
が
開

の
な
み
と
一
緒
に
出
さ
れ
ま
す
。
も
っ
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
集
績
叩
マ
木
〈
ず
は
、
長
さ
五
十
暗
以
下
、
富
一
惑
で
す
ね
。

た
い
な
い
で
す
ね
。
場
所
は
畏
ま
っ
て
い
な
い
む
で
す
か
。
ぺ
径
一
一
一
十
時
以
耳
語
し
て
、
一
回
に
〉

R

斗
離
主
ザ

重

量

票

自

分

自

家

の

そ

一

一

一

、

一

言

言

。

(

植

木

職

人

が

入

謀

議

勢

一

名

前

を

書

け

江

島

銭
前
日
創
刊
行
…
日
比
九
は
同
日
γ
与
掛
川
判
…
責
任
の
所
在
が

十
名
日
明
比

奈

あ

D
ま
す
。
し
が
レ
、
場
所
に
よ
ん
類
は
、
座
ぶ
と
ん
の
大
考
古
喜
一
度
に
お
部
出

U
い
職
員
修
一
λ
る
去
の
中
に
か
ん
や
ピ

つ
て
は
、
当
番
制
で
収
集
控
の
掃
除
世
切
り
、
一
切
に
二
、
一
一
一
位
ず
つ
出
す
。
一
怜
b
日
制
州
当

v
yが
入
っ
て
い
た
ら
絶
対
収
集
し
な
い

し
て
く
れ
る
所
室
長
ナ
。
マ
菜
園
、
洗
襲
、
テ
レ
ビ
は
、
で

γ
士
一
都
喧
…
と
い
品
も
あ
る
と
弱
い
て
い
ま
す
。

き

る

だ

け

テ

取

り

し

て

も

ら

う

。

…

平

山

拡

市

も

升

別

し

な

い

と

み

は

、

収

集

門V
紙
、
布
、
ぴ
ん
、
金
総
額
は
、
自
治
会
や
宇
洪
会
等
の
資
源
口
み
回
収
一
し
な
い
と
い
う
下
令
つ
に
徹
底
す
れ
ば
よ

制

度

を

利

用

す

る

。

〈

な

る

ど

忌

い

ま

す

が

。

マ
ガ
ラ
ス
や
茶
わ
ん
、
服
、
頓
木
鉢
の
破
片
な
ど
、
収
集
作
業
上
高
田
院
な
…
司
会
ざ
ん
新
的
な
お
考
え
で
す
ね
。

も
の
は
、
確
認
で
き
る
入
れ
も
の
、
ま
た
は
費
一
市
を
し
て
出
す
。
日
宅
一
一
タ
i
商
用
語
的
な
意
克
だ
と
思
い

ま
す
が
、
ピ
ニ
1
1
ル
袋
だ
と
名
前
が
わ

、恒、、

」皿

を

ご
み

マ
市
政
モ
ニ
タ
ー
五
十
人
(
会
長
早
川
幸
一
氏
〉
は
、
今
年
皮
の
明
事
研
究
テ
l
マ
と
し
て
「
と
み
問
題
」

マ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
す
で
に
、
収
集
車
に
喫
っ
て
と
五
収
些
を
体
験
し
た
り
、
大
神
覇
境
問
乍
セ

マ

y
タ
ー
の
焼
却
炉
や
粗
大
な
み
破
砕
処
開
崩
の
見
学
を
し
た
り
、
各
市
の
恨
棋
な
主
九
〆
と
し
て
研
修
し
て

マ
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
実
際
に
色
み
を
政
集
し
て
い
る
職
員
の
弓
白
山
を
笥
乙
う
と
、
内
談
会
が
開

マ
か
れ
た
の
で
、
己
乙
に
主
な
内
習
を
収
録
し
ま
す
。
な
お
、
司
会
世
間
政
モ
ニ
タ
ー
の
井
博
紹
鰐
さ
ん

マ
で
す
。

商
品
百
私
た
ち
は
、
近
年
重
要
視
さ
れ

て
い
る
と
み
問
題
を
、
年
間
は
初
め
か
ら

各
市
目
視
察
や
む
み
収
集
白
陣
酷
な
ど

を
し
な
が
ら
研
揮
し
て
き
ま
し
た
。
き

ょ
う
は
実
際
に
と
み
収
誌
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
混
場
の
方
か
ら
お
話
を
議
っ

て
、
模
索
の
中
の
一
斑
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
始
め
に
現
場
の
み
な

か
ん
か
ら
体
験
や
と
意
見
u
主
治
問
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
低
運
転
手
さ

ん
に
お
額
い
し
ま
す
。

ムムムムムム

あ
び
る
こ
と
も

モ
ニ
タ
ー
水
切
り
を
し
て
い
な
い
な

一
認
清
掃
作
韓
員
と
し
て
ご
み
収
襲
み
を
積
み
込
む
と
、
水
が
散
る
と
開
き

す
る
市
政
唱
ニ
タ
!
の
み
な
さ
ん
ま
す
が
。

し
た
が
っ
て
、
ロ
月
四
日
か
ら
l

で
、
年
始
は
1
月
4
自
(
火
)
か
ら
お
白
に
く
み
取
り
を
し
た
家
庭
で
、

も

え

る

ご

み

月
3
日
ま
で
は
収
蝿
し
な
い
の
で
結
受
け
村
け
る
。
カ
メ
の
憎
摺
の
た
め
小
さ
く
て
聞
に

年
末
時
月
初
日
ま
護
持
す
る
話
一
患
い
よ
主
し
て
い
た
だ
き
一
し
尿
収
集
一
合
わ
な
い
翠
涯
に
君
、
臨
時
五

マ
ロ
月
刊
曲
目
(
火
)
い
つ
も
火
・
た
い

j

i

}

一
取
り
を
受
一
け
付
げ
る
。
そ
れ
以
外
出

金
曜
日
に
収
草
し
て
い
る
地
区
情
諜
な
環
境
で
新
し
い
年
が
迎
え
年
末
は
、
ロ
月
四
日
(
水
)
ま
で
家
庭
に
つ
い
て
は
、
受
け
付
け
な
い

マ
ロ
月
四
日
(
水
)
い
つ
も
す
?
ら
ー
れ
る
よ
ろ
み
な
さ
ん
と
協
力
を
。
平
常
収
誌
を
行
う
。
年
始
は
1
月
5

の
で
己
注
訟
を
。

ヒ
曜
日
に
収
提
し
て
い
る
地
区
な
お
、
む
み
は
巧
円
四
朝
、
八
時
日
(
水
)
か
ら
い
つ
も
通
り
の
平
常
マ
申
し
込
み
ロ
月
口
日
(
金
)
か

マ
ロ
月
給
日
(
水
)
い
つ
も
月
・
一
ニ
十
分
ま
で
じ
出
し
て
い
た
だ
き
た
収
臨
空
行
う
。
ら
h
t
日
(
水
)
ま
で
に
、
環
境
商
生

木
曜
日
に
収
提
し
て
い
る
地
区
頃
輯
寵
磁
鰯
輯
儲
繍
撤
輯
援
輔
輔
描
難
題
緩
線
総
轄
線
鶴
海
盟
議
離
軸
醐
管
理
諜
(
窓
口
H
番
)
へ
。

告
の
よ
う
に
、
霊
な
く
収
集
溜

Z
豊

島

田

醐

号

明

高

齢

蝿

援

軍

議

マ

持

替

す

る

も

の

印

鑑

、

手

数

料

ず

る

。

噛

開

沼

盤

同

品

開

江

一

g
9
6
警

審

議

一

一

百

七

十

円

、

し

尿

く

み

取

D
確
認

ま
た
、
紅
お
町
、
問
石
町
、
口
問
問
襲
輯
謹
彊
霊
童
豊
富
君
臨
醐
韓
議
車
窓
器
量
襲
望
書
カ
ド
(
ピ
ン
ク
色
。

相

、

錦

町

、

間

話

、

宝

聞

に

つ

市

ご

み

収

集

日

に

ご

注

意

を

し

ん

IRI--2え

て
も
正
常
ど
お
り
の
収
休
明
と
な
る

な
い
ご
み
の
収
集
一

年
鮮
は
、

1
月
4
a
(火
)

3

U

、

わ

V

時

蹴

持

く

み

と

り

一

平

常

収

気

者

約

め

る

。

し

た

が

っ

て

一

1
丹
己
日
会
合
成
人
の
日
は
、

ζ
み

の

持

ち

込

み

ね
月
計
百
か
ら
1
月
3
日

で

は

収

ま

し

成

の

く

み

取

り

作

業

は

、

ロ

バ

も

え

な

い

ロ

み

を

特

別

収

集

す

る

。

し

な

い

。

。

経

大

ご

み

破

砕

処

理

場

初

日

(

木

)

か

ら

1
丹
4
日
(
火
)

1

月
は
、
第
ザ
回
目

(
1
月

1

明
刊
十
点
は
ロ
月
刊
山
日
〈
火
)
午
懐
3

ま
で
悼
み
と
な
る
ロ
日
)
と
霧
=
一
回
目
(
日
日
〕
の
土
曜

一

も

え

な

い

ご

み

時
ま
で
公
的
は
1
月
4
日
(
火
)
各
家
抵
の
く
み
取
り
は
、
初
日
間
日
が
河
臼
と
も
祝
日
と
な
る
の
で
、

年
末
は
ロ
月
犯
行
け
〈
火
〕
ま
て
一
マ
ー
か
ら
を
け
付
け
る
。
隔
で
行
っ
て
い
る
が
、
正
月
体
み
の
第
三
問
自
の
土
曜
日
(
l
月
訪
日
)

常
ど
お
り
収
集
。
作
舶
は
1
月
4
円
。
大
神
覇
槽
出
荷
生
セ
ン
タ
i

聞
に
初
日
目
と
な
る
家
庭
の
う
ち
、
に
、
も
え
な
い
色
み
だ
け
を
特
別
収

(
火
〕
か
ら
平
日
収
協
を
す
る
。
年
支
は
刊
以
月
掛
け
(
木
〕
民
午
ま
ロ
月
間
円
、
日
目
、
お
日
、
日
目
、
接
す
る
。

よ
①看板や建築材料などは出さない

宅地内や活内に監理して産量いていただき

道路は正し〈使って〈ださい。

②商品や包装がらを践をきない

揖還にはみ出していると、会伝行者の通行

に支障をきたす由で気をつげて下吉い。

奨?イ包の聞からも問題があ!Jまず。

③態語工事などで市用するとさき

事前に事詩型と市授骨fに手瞬きをと担、許

可を樽てから行って下さい。

④躍."，串いけがさきの別担込みを

長室木ゃいザカさきがのびて交通の見通し在

感くしているところが晶fつまず。大きな

事故白原因となる白で、刈!J込みを励仔

して下さい。

担当建設轡湿器繁

。 期 間 ]月17臼〈月)~3 月188 (壷〉

午前川博~11時30分、月・ポ金のi麗 3@J

0算措 100人

く 〉 内 容ジョギYグ、柔軟悼輔、ストレッテ、ジャ

ズダンス等。受講者の蔀ブフに合わせて指導する。

O受 付 1 月10日仁月)~128 (水コまでに、見附台

体育館内体育諜へ。

O受講料無料

民受講帯望者は印鑑を持参し、本人が直接申し込みを

ずる。また初めて受識を希望される方は、印鑑とス

ポ-y揮害保険に加入する巴で、保語気代として650円

持番ずる。フf'ij耳な点は九億穏で律背課 (31-3060)へ



語末の風物詩、相州自踊しダJレマ

ヂ

児童量の成長在願って作る結宜。子供の笑顔がなによ哲の審び掛廿声も喜暫定ましL、膏果市場、男{こ;毘。て大f歪穣

女
性
は
家
躍
を
守
り
、
男
性
は
外
へ

出
て
聞
〈
包
こ
う
し
た
考
五
が
、
長
い

間
社
会
に
定
着
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
手
、
職
場
へ
四
女
性
の

進
出
は
、
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
考
え
て
ふ
一
れ
ば
、
世
界
の
人
口
む

半
分
は
女
性
な
白
で
す
か
ら
、
女
性
が

男
性
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
に
就
〈
乙
と

は
、
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
で
す
。

人
は
、
社
会
の
中
で
自
分
の
存
在
意

義
を
見
つ
け
た
と
き
に
空
き
が
い
を
臨

む
る
も
白
で
す
。
反
対
に
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
長
っ
た
と
き
に
は
、
無
力

臨
に
陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

社
会
と
白
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と
で

は
、
仕
信
事
は
ヤ
〈
き
な
比
重
か
」
占
め
て
い

ま
す
。
女
性
白
就
業
率
の
高
ま
り
の
背

景
に
は
、
住
吉
方
と
し
て
仕
事
役
と
ら

え
る
と
い
う
闇
向
が
宇
一
回
れ
る
よ
う
で

す。
軍
事
に
専
念
す
る
の
も
女
性
の
生
き

方
で
す
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
仕
事

に
情
熱
を
儲
け
る
の
も
女
性
の
生
き
方

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
て
、
今
月
四

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
市
内
の
樹
く

女
性
を
取
材
し
て
み
ま
し
た
。
青
果
市

場
で
は
り
き
る
人
、
新
鮮
な
魚
ぞ
加
工

す
る
人
、
シ
ク
ヨ
メ
ン
の
手
入
れ
そ
す

る
人
、
生
き
が
い
事
業
団
の
会
員
と
し

て
抽
選
会
場
で
仕
暴
を
す
る
人
な
ど
、

い
き
い
き
闘
〈
女
起
を
紹
介
し
ま
す
。

平
塚
市
町
聞
く
女
性
の
み
な
さ
ん

f

寒
風
の
苧
酌
に
な
り
ま
し
た
。
健
躍
に

気
密
付
け
て
今
日
も
お
一
司
気
で
ノ

「主当たるかなあJ揖京大指担出しの抽出霊会議官

。
〔
燕
斜
)
へ

D

11111)111子供のつどい IIIlllIl川附H!I!I!Il!川1111

。とき 12月22尽くオく〉午撞2時-3時30分

。ところ留警鱈3F*…ル
①ふくわ術タッチ〈ん白おしゃべりタイム

②パホルシアター おもちゃのチャチャ他

哩ゲ}ム、紙しはい 〈一寸法師白おにいさ

んおねえさん〉

。とき 58年 1il9諮 (13)

間百天決行

・コース 市役所一神田一星豊田本郷

一生自 中沢橋一山誠中学校

'スタート 市役所前9時
・ゴー)~ ，幻誠中学校前

。とき 5若年?汚16認 〈怒〉

民コ』ス・ス丘一ト e ゴ}ノしやま地区対

抗と同己

主輔教曹養蝿金体育課31-30各G

2第4月曜臼一
語溺iこ署員IJj君できます。〈無料開放J

額放種痘 卓球、ノてドミジトジ、パスケット

軟式庭環 (1-4時〉パ1レーポー

ノレ (4-8時〉
東各種聞とも、ラケット、シャトノいボーノレ

は必ず各自持参を. (捧胃査官には用意して

あbません/)

12月お段(毘〕午後 a寺~草壁寺
1月10臼(丹) 11 

1毘24祭(月〕グ
潜霊訪のできる服装で委参加し、

童話〈叱コを用意して〈ださい。

題会話 体膏輯 健霊童話31-3060 禁です。〉競技場開での歌賞は禁止です。



12月15B、1月12日
12月16日、 1fJl3日
121i16行、 1)1l3Fl 
12壬117H、1J-Jl4臼
12月 181~1 、 1 )J22臼
12月21日、 1)ヲ18fJ
12月21H、1月18日
12月226、1月 5日

12月23H、llJ6日
121i23行、 lJJ6H
12!l24日、 1)']78 
1)]11目、 251]
lfJ11fc1、 25L-l

〈架線は相談に応じる)

会催し物はすべて申込制 笥話かむと来一館を。

会休舘信毎週月曜日、 12月 28日 ~1 月 4 臼

食青少、牢金棺

干 254浅間町12-41 電 話32-7029

諸国村ちびっ子広場

城戸d公民館

民岡崎公民館

東金田公民館

ふじみ野[J]地集会所

ゴ二階小学担

民吉沢公民館

県松廷小学梗

金呂小学校

出みずほ小学校

民万8ln塩市営佳宅

海宝寺

出豊田公民貧富

*映酒会

・1月初日仁日)10時、 14時
「オ立エント急行殺人事件Jカラー 128分

アガサ 'Pl}スティ原作、おなじみボヲロ

会新年こども峡商会

'1!l9BCB)10時、 14時
「間部自主誇ラッキ」・ Jしークj カラ}アニ

メ75分。
工E葺の味方ラッキ」・ノレ」クが田Iの平和の

ために立ち主がった。広大な西部田原野に繰

り広げられる賢険クエスタンも白がたb。

合体輯日銭i腫月曜日、12月28日 ~1 月 413 、
1月1513

会図書罫輯 午お4浅間関J12-41惣錯31--Q415

技
能
功
持
者
の
表
彰
を
受
一
ザ
回
一
れ
、
続
け
て

ιら
一
れ
た
技
能
は
、
入
母
盟
議

来
年
え
と
(
亥
)
の
七
十
二
識
を
迎
T

え
り
や
回
り
階
段
、
仏
壇
造
り
な
ど
L
現

ら
れ
る
熊
沢
緩
択
障
さ
ん
(
四
之
宮
)
わ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
寺
白
長
押

に
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
し
を
お
拍
聞
き
し
〈
な
仔
し
〉
を
一
枚
盤
〈
か
ん
な
)
で

主
フ
と
、
豊
田
の
建
築
説
揖
に
訪
品
開
し
耳
を
i
k
J
Q
技
摘
は
、
現
代
の
名
工
と
い

た

。

わ

れ

る

ほ

ど

で

あ

る

。

熊

沢

さ

ん

は

樺
沢
さ
ん
は
、
明
治
四
十
四
年
二
月
「
昭
和
十
二
年
に
施
工
し
た
要
議
草

伊
勢
原
市
に
空
ま
れ
、
十
五
寵
の
と
君
主
念
寺
本
堂
の
建
議
は
、
手
閣
が
坪
西

大
ヱ
に
な
り
、
以
世
ζ

由
選
ひ
と
す
じ
人
も
か
か
る
仕
事
だ
っ
た
の
で
大
変
で

に
住
き
て
お
ら
れ
る
。
現
在
も
先
顕
に
し
た
」
、
ま
た
「
兵
隊
で
壬
一
パ
ワ
ル
ヘ

立
っ
て
指
揮
さ
れ
る
姿
は
若
々
し
ミ
、
出
兵
し
た
と
吾
、
現
地
で
関
商
神
社
を

ま
だ
芋
を
読
な
の
に
メ
ガ
朱
の
世
話
に
造
り
、
極
活
お
害
り
し
た
ζ
と
も
定
れ

な
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
ら
れ
な
い
ひ
と
つ
で
す
」
と
、
思
い
出

五
十
一
年
間
大
工
と
し
て
腕
在
感
き
話
を
語
っ
て
く
れ
た
。

会特別爆「野島生態写真差是」

平塩周辺に生君、ずる野鳥昭生態写真、約40
点を展示している。 c入場自由〉

・期間 12月1自仁京)~12月初日 mコ
・会場特別属品苓

*特別展「日本刀震J
日本動的J街j保存協会梅南支部会員1J唆戒

している栢州駒在中心に、刀剣約40娠、関20
点を展示する。 仁入場自由〉

・期間 1月 9臼 E日)~1 月23 日仁田コ
・畠湯特別展三戸釜

*寄贈おコーナー

「高濃コレクション震J

幕末鍛から鍛治初期にかけて出版された和

英辞典を 恥ωこ、辞典贈を展示するa

-期間 12月 1臼 (;110~12月2613 C白〉
内発穴著書講料鰻j

市内に所をする横穴墓を牢真パゑんで紹介

し、出土した賢棋を展草する。

・期臨 1月 5尽く水) ~-1 月初日 C臼〉

会主震を~る会「冬の翠互主j
ゴ冬自主主にJll.られる患と島J1!l':を観轄する。委参

平理市図審開

大活字本シワーズ(弱視者用〉

しろばんば、前・後編 井上靖

.!)y子、そり愛、と・下槽一雄

虫のいろいろ 尾崎一雄

ちい吉ζ ベ 山本周五郎

ち<1しょう谷 山本周五郎

如両なる窪田下に 高見順

お は ん 宇野千代

富鑑百景 太宰抽

ど〈とるマンボロ航海記

よ・下北社夫

岡本か白子

岡本かのこ子

永井荷風

松田龍

田宮虎彦

rn宮島豆

太穿拾
三島由紀夫

新出次郎

新田次郎

角藤茂吉

晶画藤村

高の門

老 妓 抄

議東蹄謂

花の文化史、上・下巻

吉ん町一生

盟 心 中

走れメロス

潮騒、上ー下巻

!1Jメミ物語吾
強 力 伝

蔀光

藤対詩抄、上・下巻

*奨術教室「木版箇」

'期日 1 月18 日 ~3 月 8 日銭湯火曜日

時間 18時30分へ2ほ時'30分
・対象青年犯人

・持書するもの彫刻万、ベニヤ、水性能異

等 cl月18日は筆記用黒白み持事〉

大アコーデイオン入門

レクJ)ェーションソYグを玲1，(dこ、アコー

ヂイオン由基礎から弾けるまで。

・期日 1 !l 25 臼 ~3 月15日毎週火曜日

2 時間 18時'30分~20時3日分

・対章表 晋時 10人
-持害するもの筆記用具、アコーデイオン

322 



輯轟轟轟轟謹轟轟轟

韓撞嘩覇謹躍轟轟i

盟書離覇諜聾軍監事聾喜重

抑
協
青
田
幽
の
入
関
幽
務
望
者

立
月
部
日
か
ら
用
紙
の
交
付

綴対量 2鶏 6か月までの乳幼児

盛由場平車保健所

翻呂程 1月10目、 178
露時間午前9時~球時30分
盤申し込み穏話で平塩嘩儀所 (32
→0130)へ予約する。できるだけ先

に乳幼渇歯斜教室の受講を。

1月中に 8iJ'月から満 1裁になる

お子さんを対量』こ関<.

認会場平揖探鍵所講堂

醸日時 1月14日午控1時30分から

滋母子健鹿手帳と輩記用具を持番

調金湯保健セジタ}

盤受吋午控1時-2時

爾母子鍵既帯構ヌt<ilI!・別問と輩記用

具を持譲歩 (3I1'郎副主本冊伯晶、

[3か月!吊3
11'l58 57年 9月 1日-10自主E
1月198 57'年 9月118-20日生

1月26日 57年 9月21沼-30日生

日 韓 児1
1月 6日 54卑 11月 18-10日主主
1月初日 54年 11月11日-208昌三
1月278 54年 11月21日-308生

主主後101か月iJ'ら12か月末摘の揮色

ゃんが受ける健康診断。〈わしいと

とは平壇時龍吉ヲT(32-Q130)へ.

大
切
で
あ
る
。
過
労
、
睡
眠
京
足

を
避
げ
、
パ
ラ
Y
ス
由
と
れ
た
常

盤
を
と
D
、
適
産
由
連
語
、
日
光

浴
、
乾
布
瞳
揮
な
ど
空
行
い
、
ま

士
、
薄
着
目
習
慣
を
つ
け
る
な
ど

積
極
的
な
悼
力
づ
〈

p
f心
掛
け

る
ζ

と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
外
出
時
に
は
フ
が
い

芋
統
い
を
励
仔
し
、
流
存
時
に

は
、
大
人
は
も
ち
ろ
ん
、
乙
と
に

乳
幼
児
は
、
人
、
感
4
へ
的
外
出
を

で
き
る
た
け
式
仔
ょ
う
。

悪
性
な
イ

y
フ
レ
エ
ン
ザ
自
流

行
に
関
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
宇

紡
接
種
を
受
け
て
お
く
。
特
に
心

頼
関
、
モ
白
地
の
樺
性
疾
患
が
あ

る
人
、
老
齢
者
な
ど
、
抵
抗
力
の

講
い
人
は
、
主
油
屋
に
相
詩
的
う

え
で
予
防
接
種
を
畳
け
て
お
く
に

と
が
望
ま
し
い
。

輔輯轟轟轟覇麓覇轟

緯化目推進と市民¢樺余意識が高まるよう繰

化標語そ募集している.替ってとき.T5曹を@

+fre;事費格市内に在住、在学、在勤

⑮J<;轟轟仲① 1人 2曹以内、②1宇20宇

以内(漢字は 1宇とみなす〉

@応事方法宮製はがきを使用し、住所、民名、

明齢、学校名〈学年〉または勤務先

瞳話事F善在記入白ζ と。

⑫応華客期唱盟 1月31日〈月〉まで.

⑫応募先平お4平車市揖関田J9-1

平車市公霞臨地語轍政時

議h

離輯購轟轟轟轟轟轟

覇欝鱒鶴吉野鶴轟轟

欝対韓揺同聾当日に満12か月を経遜

して72か月末演の幼児。

騒撞種方法開業医・病続で年摺

(7-8月を陣oを遇巴て接讃で

きる。接率重臼は君主富語とむ相談を.

緩料金無制

磁持参参ずるもの 母子健康手曜、探

検 証

密会場保健セY貞一

盤受付ヰ控1時-2時

麗母子健康苧頓車問・期j冊、筆記用

具を持容

12月21臼 56年 5月21日-30日生

11'l11臼 56年 7月 1日-10日生

Y占-(中塁34-17、電話34-0311)
へ。主治医の許可を樽てむ重参加を。

繍時間・対象

・前間午前9時 30分-11時30分
妊娠7か月までの方

・撞期午接 1時 30分-4時

妊 娠8か月以上田方

密日穏 12月178、 1月14日

塑母子健嵐守司直とスラックスを持番

おがわ けい

小 JI! 慶ちゃん
合平塩市中堅21-5 (株〉トヨ

ペットサーピスセンタ」にお勤め

の4ゾ11.三三喜男苫ん (26畿〉と和恵

古ん (25歳〉白長男。身長田師、

体撞 9.6培、 56年12月 1日生まれ

オ」デイオに夢中のおじいちゃ

んとピアノを弾〈ママに以て、替

に撤時で毎臼ピアノを弾〈。平均

より少し小さいが 11J'月で曹がす

わり、 6か月で伝え揖き、 10か月

で辞書抽出たほど扱群な運動神経

の慶ちゃんはおばあちゃん子だ。

'"君主rぷ台、 《応再》官製はがきに住所・父母由民名・蔀ちゃんの
〈券集〉名まえと生年月日・観的年齢・霞話番号・父親の臓

を書いてお出しください。対象は 1年雨漏由捧ちゃんです.応募された
はがきは、毎月20日 (20日間印まで〉に鮪切り、翌月の広報紙に措置し
ます。掲載した赤ちゃんには、ま~~写真と掲載広報紙10部を蓋しあげま
す。 く4今月四応覇者は18人でした〉
圏あて先 干 254境問髭T9番 1号・早壕市広報課罪ちゃん揮聾係。

臨亮品鴎豚肉、ハム金品

割引平常底頭小措価格白

1曲 flfこっき20河安。

Eただし、一部時価品を除o
問い合わ宅対立市役所先鋭盛づ〈白書量

E電話23-1111内瞳お4)

健康相談
。成人病椙鵠樟週月曜日

。膏兇栂談 揮週木曜臼

・時官 9時30分ヘ 1び時30分

・A 娼 探健セ/s<-

T E L34-0311 

マ
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問

桂

司

民

一

る

。

Z思
議
公
表
第
十
六
号
〕
一
マ
監
五
の
対
象
と
し
ゃ
f謀
田
名
称
及
び

マ
監
査
公
表
日
十
月
二
十
一
日
一
結
媒

マ
既
設
の
種
議
定
期
監
歪
(
地
方
自
一
川
財
政
謀
、
市
史
編
さ
ん
課
、
福

治
法
第
一
九
九
集
第
三
項
に
よ
る
監
一
社
会
館
、
環
境
問
聞
辛
謀
、
会
計
課

U
通
平
止
に
処
理
さ
れ
て
い
た
。

∞
総
務
謀
、
間
関
謀
、
用
疫
課
、

市
民
現
謀
、
西
産
税
謀
、
収
納

諜
、
川
町
険
年
金
謀
、
惇
謹
謀
、
福
祉

課
、
児
童
謀
、
寝
返
課
、
環
境
福

生
同
日
間
認
、
環
境
縄
県
業
務
謀
、

大
仰
環
境
福
生
セ
ン
タ
ー
お
お

む
ね
遁
疋
に
処
山
内
さ
れ
て
い
た
固

的
強
脅

寝
静

l
噺
聡

翻揮 1期 3窃受廿る

・対象 2識 (24か月〉から 4接ぐ掛

か月〉までの幼児。なお、接種間閣

は 2"歪3邸とも 3週間から 8週間。

盤鱒2期… 1回受ける

・対象 揮 I耳耳目3回目が軒わって

から 1年以上I年 67J'月以内の期間

に受ける。なお、第1期を串めに受

けて、第2簡もなるべ<4歳までに

鼎了するようにしていただきたい.

[12月1
22日 福祉会主官、健保会館

民豊田公民館

23日 大野公安直官、横内団地集会場

旭公民館

24日揮鍵セYター

間中央農協土沢支所

纏対象潟 1歳去での赤ちゃん

騒受付午前9時3日分-1α時30分
調母子鍵鹿宇中長を持審

12月16臼 豊田公民館

12月288 旭 公 民 館

1月6日 吉沢公民館

1月10臼 市役所日会議室

1月llfJ 金呂公民館

毎月第 1-窮 4水曜保健セYター

藤轟韓議離

離議譲欝欝麓欝j

マ
滋
夜
番
長
石
田
成
弘
氏



身
障
者
の
た
め
由
貿
在
福
舗
が
開

か
れ
る
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
領
祉

課
箆
仲
立
療
祉
保
(
震
語
お
一
一
一

一
内
線
一
一
二
一
口
へ
申
ん
込
み
を
。

マ
整
形
ブ
ロ
ッ
ク

@
日
時
刊
品
開
月
幻
自
(
月
)
、

1
月

刷出
H

口
(
同
月
)
午
擾
1
時
5
3時

マ
耳
鼻
耕

@
日
時

1
月
羽
目
(
火
)
午
控
1

時

3
3時

マ
補
聴
器
(
エ
イ
ド
〉

毎
日
時

η月
刊
油
田
〈
木
)
、

1
月

m
g
(木
)
午
前
ロ
時
j
t
J
U
時

ま
ち
で
は
語
末
助
け
合

い
迷
動
が
行
わ
れ
、
い
よ

い
よ
“
何
年
四
瀬
H

の
路
が
し
て
者
量

し
た
。
私
た
ち
一
ポ
ラ

y
テ
ィ
ア
に
と

っ
て
も
、
年
来
は
一
人
事
品
し
白
お

年
寄
り
の
酎
晶
画
な
ど
、
普
段
以
上
に

忙
し
い
時
期
で
す
。

さ
で
、
平
塚
市
の
信
社
符
政
田
中

で
、
出
品
出
と
思
わ
れ
る
も
む
の
一
つ

に
昨
年
度
新
設
さ
れ
た
一
社
会
福
祉

基
金
」
が
あ
り
ま
す
。

ζ
む
基
金
が

一
一
年
回
出
年
由
揖
酬
を
恋
文
た
今
、
そ

む
禿
足
状
況
や
濁
営
は
、
ど
苫
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〈
松
閤
問
地
窓
水
越
嘩
胃
氏
〉

社
会
福
祉
基
金
は
、

厚
生
大
臣
か
ら
委
託
さ
れ
た
椙
説

員
が
、
戦
没
者
選
族
中
戦
構
弱
者
白

方
自
相
談
を
受
け
て
い
る
。
お
気
軽

に
と
桶
謀
者
。
(
敬
称
略
〉

マ
戦
没
者
選
族
相
談
員

a
石
田
八
重
亨
(
諒
訪
前
2
1
9

電
話
幻
i
一
二
七
三
)

マ
戦
揖
病
者
相
識
員

@
金
問
阿
弥
知
之
助
(
諏
訪
町
叫
3

叩

龍
語
お
!
ム
ハ
O
八
七
)

農
薬
会
館
@
湖
南
願
書
、
相
識
コ
ー

ナ
ー
で
は
も
園
芸
教
室
を
開
可
。

円

va時
ロ

月
Jh門
口
〈
土
〉
午
前

9

時
ぬ
分
か
ら
日
時
拍
分
ま
で

マ
ム
胃
腸
農
薬
会
館
3
回
開
会
議
事
一

マ
内
容
正
月
用
寄
植
盆
栽

マ
早
朝
踊
川
崎
市
花
ぎ
連
小
口
諸

訳
氏受

話
闘
争
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接

会
揖
へ
お
出
か
け
を
。
詳
し
〈
一
は
魁

芸
教
室
(
農
業
会
館
内
・
電
話
お

O
E九
一
ニ
〉
へ
。

マ
期
日
刊
同
月
沼
日
(
土
)

マ
八
時
間
揖
松
原
公
民
館

マ
相
談
員
弁
謹
士
費
涼
唯
光
氏

マ
申
し
込
み
花
月
刊
μ
呂
ま
4vJL
、

松
原
公
民
館
(
噂
諮
問
μ

六
一
八

ム

O
へ。

日
本
赤
十
字
柱
救
急
法
正
規
講
習

会
が
聞
か
れ
る
。

マ
期
間

2
月
6
白
か
ら
E
月
初
白

ま
吉
の
9
日
間

マ
時
間
日
曜
日
は
午
前
9
時
か
ら

午
懐
5
時
ま
で
、
平
一
呂
は
午
憧
6
時

か
ら
9
時
ま
で

円

v
会
場
平
塚
市
福
祉
会
館

マ
受
講
耕
一
千
円
(
教
材
費
等
)

マ
畳
議
資
格
全
百
税
(
却
時
間
)

害
加
で
き
る
市
内
在
住
、
在
勤
、
任

学
者

マ
申
し
込
み

1
月
日
日
ま
で
に
、

電
語
で
日
本
赤
十
字
社
宇
塚
市
地
区

(
福
校
長
雨
出
向
探
静
設
社
会
係
@
電

話
お
!
二
三
一
ニ
コ
一
)
へ
。

工
業
の
統
計
調
査
を

十
二
月
三
十
一
日
抽
出
在
で
、
工
業

統
計
調
査
が
実
施
害
れ
る
。

こ
の
謂
変
は
、
製
造
業
に
属
す
る

事
第
掃
を
対
象
に
、
工
業
の
実
綴
を

問
明
ら
か
に
す
る
己
と
を
国
的
と
し
て

い
る
。
調
査
内
容
は
、
統
計
以
外
白

ま
た
、
基
金
的
運
用
に
つ
い
て
は
年
末
に
は
、
ね
た
き
り
老
人
の
方
々

福
祉
活
動
量
金
む
あ
て
る
た
め
、
平
基
金
昏
理
番
員
会
炉
、
栗
山
舟
(
利
子
)
へ
お
む
ヲ
を
贈
る
こ
と
に
な
っ
て
い

塚

市

社

告

福

祉

協

議

会

に

創

設

さ

れ

を

記

升

ず

る

こ

と

に

な

り

一

ま

す

。

ま

す

。

ま
し
た
e

基
金
は
、
一
千
草
簡
で
二
婚
な
お
、
今
年
初
め
て
畏
実
が
出
ま
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
山
棋
士
市
社

向

的

槙

み

立

て

を

邑

撮

に

、

市

か

ら

し

た

。

ζ
む
展
実
は
、
富
士
見
、
会
領
祉
協
議
会
(
福
祉
会
館
内
畳
電

一
慾
五
千
万
円
を
拠
出
し
、
民
間
か
港
、
潟
、
松
が
民
地
区
で
行
わ
れ
た
話
お
|
一
一
ニ
七
七
)
、
ま
た
は
市
保

ら
玄
千
万
問
自
寄
付
を
お
結
い
し
で
一
月
末
ま
で
に
寄
せ

5
れ
た
寄
付
金
障
害
者
、
老
人
、
掃
人
、
児
童
と
り
議
議
庶
務
日
開
(
港
語
お
一
二
一

こ
の
畏
翼
〈
制
手
)
を
趨
用
し
て
い
は
、
約
一
千
八
百
方
向
と
な
り
ま
し
ふ
れ
あ
い
広
場
、
各
地
区
社
協
が
行
肉
離
一
一
…

0
〕
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

く
も
の
で
す
。
た
。
白
樺
達
成
ま
で
、
よ
り
一
閣
の
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
詩
脇
、
老
人
結
貴
い
。

み
な
さ
ん
由
む
協
力
に
よ
D
、
十
む
協
力
を
お
騒
い
し
ま
す
。
な
ど
由
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

〈
同
時
議
議
庶
務
部
〉

巨
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
白
で

あ
り
の
ま
ま
を
認
入
し
て
い
た
戸
主
d

た
い
。
ま
た
、
特
定
の
事
業
所
に
つ

い
て
は
、
問
時
に
一
エ
永
ル
ギ
!
消

費
構
選
結
詐
詞
査
」
を
一
実
施
す
る
。

市
民
綴
談
窓
の
一

部
尽
穫
が
変
わ
る

雨
民
相
談
室
で
聞
い
て
い
る
市
民

相
談
の
日
躍
が
布
陣
野
L
な
る
。
お
間

違
い
白
な
い
よ
う
に
。

マ
人
権
・
行
政
相
談

一
月
の
第
一
火
曜
臼
の
相
談
は
、

一
月
七
百
(
金
)
に
行
う
。

マ
宅
地
建
物
相
談

十
二
月
の
第
四
火
曜
日
の
相
談
は

十
二
月
二
十
七
日
(
丹
)
に
行
う
。

詳
し
く
は
、
市
民
椙
雨
前
室
(
電
話

お
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一
〕
へ
。

市
で
は
、
↓
二
月
十
五
日
か
ら
ネ

説
特
別
賞
金
(
運
転
資
金
)
白
融
資

在
行
う
乙
と
に
な
っ
た
。

マ
国
間
格
①
市
内
で
1
年
以
上
継
続

し
て
同
一
業
種
を
常
ん
で
い
る
者
。

②
市
説
田
滞
納
が
な
い
者
。
③
中
小

企
業
者
で
最
近
3
か
月
の
平
均
売
D

iげ
が
前
年
同
期
と
比
べ

5
軒
以
上

積
中
し
た
者
。

マ
片
岡
付
叫
限
度
額
百
百
万
円

詳
し
く
は
間
工
震
工
業
時
〈
忍
語

お
i
一
一
一
一
内
線
五
五
O
)
へ
@

〈
敬
都
路
V

V
社
会
福
祉
へ
@
相
模
馬
子
包
干

円
、
神
山
真
太
郎
二
百
五
十
九

円
、
震
名
一
万
一
千
一
四
百
二
十
円
、

職
時
輝
夫
一
一
手
山
、
平
境
市
議
会

県童話物保護センターでは、捨て犬、捨てね

とによる白ら犬、自らね乙の増加と、犬ねと

による危曹を訪ぐため、今回も次回日程でい

らなくなった犬、ねζ の巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印かんJ r犬の

鑑本LJ 主主封書寄察J r愛犬苧嬬Jを持婁白う

え金蝿へお出古、けを@なお、収容車の停留時

帯封ま10分間。また、向ζ は麻袋かダンボ…ノレ

舗に入れていただきたい。

ち像

、明

需品在実行手書ん所云真弓宮内耳手手室主主Zf守宅手喜高高塁内童話芸活喜内詰李手霊行平手書

(差益軒PR言語雲52言己主言語気d詩主投73227許認:
議主主事2255奇EZ詳函ZPFZ伝説号室妻沼LZZ53:U22z 
rif員伝説委525出 2252512現当耳目ZTii
3 g荷重宝李Hjぐ2L222ZL;zJ岩重 注三 月主主皇室警 Z次院

吉 東八曙中東部一帯を占める広大

=なイ邑平地は、今でこそ才掲の筋襲

5ずる大工業地帯になっているが、

三昭和16年に県立授業試験場原種分

E場、間18年に古(PT電気工業株式会

主社平塚工場が設立されるまでは、

三建物ひとつ無い農地であった。モ

きしてι田地に外寝・石寝静内堤と

さ呼ぶ3長田堤が設けられていた。

5 外堤は相模II陪霊訪で最も東にあ

去り、石堤は中堤ともいい低地的ほ

-ま中開に、内密はその西謂方にあ

~ D襲落書幻自水自在守っていた9

5 相撲1Iは度々 ζ 白地に侵入して

E田芦田を荒し、砂丘も欠いたa

き 低地内ノJ¥字上高閣にあった時事

E智競(じようじちいん〉跡につい

きて、新編相模風土寄稿は「その鏑

Eを問題とせしが、相模111洪水由度

Eにf可中に没し、今僅かに存すJ と

記している。わずかに存したそC

E跡もモの横自治水で無〈なった0

2 この状犠は主主武 4年 (707)白

E富富士降砂後が特に甚だしかった。

E 国主田舎屋敷・道路などに降った

2砂は痩護軍できたが、山に臨った砂

iは苧がつけられず、己れが大穏とき

主とに流れ出してII1在理めてしまっ

τ 品流れ場を5たった111.水は、壌を

錨して問畑・冨数所嫌わず流:I1，A

1 J需8 認 〈ニ主〕

9 舟 00 松原公豆諸官 10: 30 中原公民館

9 : 20 須賀公民館 10: 55 旭公民館

9 : 40 花京公民館 15 吉沢公民館

10 :∞富士 見公民館

った。幕府は諸大名に命じて111さ

らいをさせたが、当時はYョレy

でさらいモッコで運ぶくらいのも

り。小さなIIIIJ:らモれでさらえた

し掲D替えもできたが、相模川の

ような大きなlげになるとそうはい

iJ'ず、 11111てはまい間そのI時間IJを勝

手に流れ、それも洪水むとという

程に主流在東に百にと変えた。

堤と内壌は、 ζ の地に流入ヲ

るオてを防ぐため築いたものである

が、石堤はそ白名のとうり、石と

いっても玉石を無遊作に積み上げ

たものa 乙の流れに苦しんだ八幡

村長は、夕刻になると女子融まで

総出で、こっそ!JIII.原の石を運び

堤にしたという。モの一部は、終

戦直接まで購っていた。それも現

在は工場敷地とな!J、石堤内・石一

環外の地名を韓ずのみとなった。

相模m由現在の流れは、東に寄

っているといわれている。石堤の

ζ とを思うと、自然にそうなった

と…穣にいえない気がする。

ちなみに、東八曙と茅剖崎市内

談陸軍・平太弐新E珪白境界は、部治

担戸孝三、当時四相模IIIV流れの恥む

をもって設定されたも白という。

〈文欝 a井弘〉

手思議題さん輯へ

>41く事ヶ崎市から晃た八幅の堤〈昭和初期〉

八幡の石

。理央競 ①「敬語s!立心のやiこj
家を飛び出したおじいちゃんを巡って

行〈少年。そむ行動を還して人間の心の

や告しさを教える教習醗ll!iI.

②「オズの魔法使いJ
アニメ-v翠 y6自分

。入場繁華4
::E健市民セジタ」常活32-2235

る
子
が
と
で
も
淋
し
?
子
だ
っ
た

り
一
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
D
ま
す
。

そ
し
て
、
と
て
も
し
っ
か
り
じ
て

い
た
手
が
、
ベ
タ
ベ
タ
ρ
赤
ち
ゃ

ん
の
よ
う
に
甘
え
る
ζ

と
も
し
ば

し
ほ
藤
験
し
ま
す
。

小
学
生
な
の
に
、
ひ
ぎ
に
荒
る

こ
と
が
臼
諌
む
A
ち
ゃ
ん
や
、
オ

ッ
パ
イ
を
さ
わ
っ
て
儲
足
す
る
B

諮
、
寝
る
前
に
足
を
さ
す
っ
て
も

当
所
に
来
て
い
る
=
十
供
た
ち
の
ら
一
わ
な
い
と
寝
つ
け
な
い
C
売。

間
媛
は
さ
ま
ざ
ま
で
ず
が
、
そ
の
己
う
い
う
手
慌
た
ち
は
、
ゴ
見
苛

子
供
た
ち
と
つ
君
あ
っ
て
い
く
中
抄
に
見
え
る
行
動
佐
通
じ
て
お
母

で
甘
え
の
間
越
を
し
ば
し
ば
考
え
さ
ん
白
愛
情
命
権
か
め
、
心
の
安

さ
せ
ら
れ
ま
す
お
子
供
た
ち
が
間
定
感
を
惇
よ
主
と
し
て
い
る
よ
う

題
を
起
こ
し
た
と
き
、
周
郷
田
大
に
思
T

え
ま
す
。
布
告
L
言
う
と
、
オ

人
た
ち
白
口
か
ら
孟
く
き
か
れ
る
ッ
パ
イ
を
暁
っ
た
り
、
オ
ム
ツ
?

の
は
「
わ
が
ま
ま
だ
か
ら
」
「
討
変
え
て
も
ら
っ
た
り
、
掘
っ
ζ
し

や
か
?Jす
ぎ
」
「
晶
存
謹
」
な
苫
て
も
ら
っ
た
り
す
る
己
と
で
、
お

と
い
う
こ
と
ほ
で
す
。
三
日
一
一
ご
守
母
さ
ん
と
か
か
わ
る
赤

主

義

室

君

、

宇

仁

J
一
茂
叶
門
ち
ゃ
ん
時
代
の
心
の
安

離
し
く
し
た
り
っ
き
離
銅
烈
v
h
aブ
F
A脚
定
癌
が
、
モ
の
伎
の
心

し
た
り
し
ま
す
。
と
乙
一
二
酢

F結
合
室
長
に
と
て
も
大
切

ろ
が
、
事
態
は
ま
ず
ま
一
一
一
一
戸
、
A

ザ
れ
な
世
割
を
果
た
す
と
言

す
惑
く
な
っ
て
い
き
ま
務
~
ベ
治
以
え
ま
す
白

す。

ζ

れ
も
よ
く
あ
る
一
す
ゴ
ペ
二

J

子
供
が
ベ
タ
ベ
タ
す

パ
タ
I
Yで
す

。

る

由

を

嫌

い

、

早

く

し

っ

か

り

し

私
た
ち
は
、

ιう
い
う
子
供
た
て
ほ
し
い
と
望
む
お
母
さ
ん
由
気

ち
と
じ
っ
く
り
つ
き
あ
っ
て
い
く
持
ち
も
よ
く
わ
か

pま
す
。
し
か

わ
け
で
す
。
モ
ヲ
し
て
い
く
と
、
し
、
子
供
が
求
め
て
来
た
と
き
に

わ
が
ま
ま
で
自
分
勝
手
に
見
え
た
は
、
幼
稚
な
要
求
で
あ
っ
て
も
し

子
が
実
は
周
鰭
由
自
を
と
て
も
見
つ
か
り
と
受
け
止
め
て
あ
げ
る
こ

に
し
、
気
を
使
っ
て
い
る
字
だ
っ
と
が
、
本
物
の
自
立
へ
白
第
一
陣

た
り
、
甘
や
か
さ
れ
す
ぎ
に
昆
え
で
あ
る

t
思
い
ま
す
。

巡@]毘綬 12月16日仁木) 10時~15時 障害国ペ

イジト/12月25臼仁土)号時-12時 呂産車悼徳

延在宅ー 13時-15時 松J!EJJ、学校〈丸田地区自治会〉

/12月27日〈丹)10時-15時 平援事財む口〈東海

大学ロ}ターアクトクラブコ/12月認日〈火)10時

-15時.1月 6El (京)1世帯時平塩駅北口

/月8日 t土)10時 -12時 言問訪神社境内(帯

E草地区自治会〉・ 13時 -15時 ;f~l京公民館仁松疎

地民自治 虫)/月10日〈月)1α聾-15時平坂

市役所/1月12日〈オ()1任時-1茸号車時軌材，

13持 -.1由時伊藤観パン平壇工場

日~ーご協力あ誌がとうござい家した〈一一、

東海大学468志、花京地区自閉会45:2伝、 八蝿地

区自惜金22本、平車駅北口167京、 平器建設韓協

会63車、中南信用金車問之宮支窃28京、重富士チタ

シヱ諜27京、平壇盟業高校120車、 中央農協土沢

支所35車、中央鰻協豊田交所39本。
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